
hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

　

橘
た
ち
ば
な
　

逸は
や

勢な
り

（
？
〜
８
４
２
）

◆
伊
都
内
親
王
願
文

　

平
安
時
代
の
名
僧
。能
書
家
。三
筆（
嵯

峨
天
皇
・
空
海
・
橘
逸
勢
の
総
称
）
の

一
人
。
８
０
４
年
留
学
生
に
選
ば
れ
、

最
澄
・
空
海
も
一
緒
に
入
唐
し
た
。
在

唐
中
、
唐
人
に
「
橘
秀
才
」
と
い
わ
れ

た
と
い
う
こ
と
が
『
文
徳
実
録
』
に
み

え
て
い
る
。
在
唐
中
は
主
と
し
て
琴
書

を
学
ん
だ
。

　
「
伊
都
内
親
王
願
文
」
は
逸
勢
の
書
と

し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
名
作
で
あ
る
。

桓
武
天
皇
の
第
八
皇
女
伊
都
内
親
王
が

山や
ま

階し
な

寺で
ら

（
今
の
興
福
寺
）
の
東
院
西
堂

に
寄
進
さ
れ
た
時
の
願
文
。
運
筆
の
リ

ズ
ム
感
が
大
変
豊
か
で
、
筆
を
自
在
に

あ
や
つ
る
能
力
は
古
今
に
冠
絶
し
て
い

ま
す
。
格
調
の
高
い
、
日
本
独
特
の
書

美
の
世
界
を
表
現
し
て
い
る
。

1



　
「
願
文
」
は
50
歳
前
後
の
筆
と
い
わ
れ
、
書
技
円
熟
の
境
で
字
形
は
全
般
的
に
縦
長
で
右
肩
上
が
り
、
骨
力
に
満
ち
た

書
線
は
独
自
の
世
界
を
持
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
少
々
癖
の
あ
る
横
画
や
右
払
い
は
、
作
者
の
情
感
の
表
れ
と
解
釈
す
べ
き

で
し
ょ
う
。

　

臨
書
の
最
後
の
一
字
、「
福
」
を
生
か
し
た
作
品

で
す
。“
願
文
”
の
用
筆
の
技
巧
さ
と
羲
之
に
つ
な

が
る
精
神
性
の
高
い
も
の
へ
の
憧
れ
を
一
層
強
く

感
じ
ま
し
た
。

（136×35㎝）

（68×35㎝）

蔭
列
幄
八
禅
平
子
即　

身
百
神
斯
衛
万
福
（
蔭お

ん

を
承う

け
、
列れ

つ

幄あ
く

、
八は

ち

禅ぜ
ん

た
ら
ん
。
平へ

い

子し

、
即そ

く

身し
ん

に
し
て
、
百ひ

ゃ
く

神し
ん

斯こ

れ
衛ま

も

り
、
万ば

ん

福ぷ
く〈

毎つ
ね

に
臻い

た

り
、〉）

徼
福
（
福ふ

く

を
徼も

と

む
。
幸
福
を
得
ん
と
希
望
す
る
。）
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楷書臨書課題（漢字半紙部） 對 馬 聖 峰 臨５月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

使
用
筆（
花
林
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く
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背
勢
強
く

す
っ
き
り
と

腹
を
残
し
な
が
ら

横
に
は
ね
る

方
向
に
注
意

筆
の
腹 太く短くはらう

前
字
と
同
じ
用
筆

横
広
く
と
り

余
白
広
く

上
に
入
れ
込
む

よ
う
に

筆
の
先

当
た
り
は

し
っ
か
り
と

〔
明
〕

〔
之
〕

〔
質
〕

〔
獨
〕

〔
表
〕

〔
於
〕

日
は
目
に
な
り
、
５
画
目
は
右
上
へ
は
ら
う
。
月
は
縦
画
を
背
勢
強

く
、
線
も
す
っ
き
り
と
。
横
の
間
隔
を
等
し
く
、
内
部
の
余
白
を
広

く
見
せ
る
工
夫
を
。

全
体
に
横
広
に
ま
と
め
る
。
各
画
の
方
向
に
注
意
し
、
余
白
の
と
り

方
に
も
気
を
配
る
。
最
終
画
は
し
だ
い
に
筆
圧
を
加
え
、
は
ら
い
は

太
く
短
く
。

　
は
横
広
に
し
、
上
部
に
置
く
。
貝
は
位
置
に
留
意
し
、
左
右
に
余

白
を
残
す
。
全
体
に
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
配
っ
て
ま
と
め
る
。

偏
の
幅
を
狭
く
、
旁
を
広
く
す
る
。
偏
は
左
は
ら
い
の
方
向
の
変
化

を
よ
く
見
て
。
旁
の
　
の
部
分
は
右
下
が
り
に
つ
く
る
。

全
体
に
縦
長
に
引
き
締
ま
っ
た
形
に
ま
と
め
る
。
上
部
横
画
は
右
上

が
り
を
強
く
、
き
り
っ
と
し
た
線
で
。
下
部
は
各
画
の
方
向
に
注
意

し
、
最
終
画
終
筆
は
止
め
る
。

偏
は
幅
を
狭
く
、
横
画
は
左
側
を
長
く
す
る
。
旁
は
余
白
の
と
り
方

に
注
意
し
、
ゆ
っ
た
り
と
。

楷
書
臨
書
課
題
解
説

楷
書
臨
書
課
題
解
説

褚
遂
良

　孟
法
師
碑

も
う
ほ
う

し

ひ

ち
ょ
す
い
り
ょ
う

〔
明
之
質
獨
表
於
〕（
賢け

ん

）明め
い

の
質し

つ

、
独ひ

と

り（
仙
才
に
）表あ

ら

わ
る
。

原　

帖
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行書臨書課題（漢字半紙部） 對 馬 聖 峰 臨５月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

使
用
筆（
花
林
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く
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細
く
て
も

引
き
締
ま
っ
た
線
で

や
や
右
へ
寄
せ
る

太
目
の
線
で

　
　ゆ
っ
た
り
と

余
白
に
注
意

強く当たる

軽快に

し
っ
か
り
当
て
て

そ
の
反
動
で
縦
画
へ

筆
圧
を
か
け
つ
つ

滑
ら
か
な
筆
致
で

〔
之
〕

〔
茫
〕

〔
然
〕

〔
浩
〕

〔
々
〕

〔
乎
〕

下
部
に
重
心
を
置
き
、
筆
圧
の
変
化
に
留
意
す
る
。
余
白
の
と
り
方

に
気
を
配
る
。

艹
は
筆
順
に
注
意
し
、
筆
圧
を
か
け
る
。
汒
は
上
部
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
て
配
置
し
、
余
白
に
注
意
し
明
る
く
。

　
は
ほ
ぼ
一
筆
で
書
く
の
で
、
細
部
筆
の
動
き
を
よ
く
見
て
引
き
し

め
る
。
灬
は
軽
快
な
運
筆
で
、
除
々
に
太
く
す
る
。

全
体
に
太
細
の
変
化
を
つ
け
て
メ
リ
ハ
リ
を
出
す
。
旁
の
上
部
は
細

く
て
も
引
き
締
ま
っ
た
張
り
の
あ
る
線
で
。
口
は
や
や
右
へ
置
く
。

位
置
に
注
意
し
、
点
の
大
小
と
方
向
に
変
化
を
つ
け
る
。

全
体
に
縦
長
に
ま
と
め
る
。
左
右
の
動
き
を
は
っ
き
り
と
、
余
白
の

と
り
方
に
も
留
意
す
る
。
最
終
画
は
筆
圧
を
か
け
つ
つ
、
滑
ら
か
な

筆
致
で
。

行
書
臨
書
課
題
解
説

行
書
臨
書
課
題
解
説

趙
孟
頫

　前
赤
壁
賦

ち
ょ
う
も
う

ふ

ぜ
ん
せ
き
へ
き
の
ふ

原　

帖

〔
之
茫
然
浩
々
乎
〕（
萬ば

ん

頃け
い

）の
茫ぼ

う

然ぜ
ん

た
る
を（
凌し

の

ぐ
）。
浩こ

う

々こ
う

乎こ
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隷書臨書課題（漢字半紙部） 對 馬 聖 峰 臨５月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

使
用
筆（
旭
水
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く
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鋒
先
を
見
な
が
ら

先
端
を
ま
と
め
る

長
く
見
せ
る

右
に
重
心

し
っ
か
り
と

当
て
る

背
勢
に

強
く
絞
る

折
る
よ
う
に

十
分
な

筆
圧
か
け
て
太
く

角度に注意
中心

押し上げる

筆圧かけて
押し上げる

狭 広

〔
臣
〕

〔
戒
〕

〔
稽
〕

〔
首
〕

〔
言
〕

〔
魯
〕

１
画
目
は
軽
く
う
ね
る
感
じ
に
。
余
白
は
左
側
を
狭
く
、
右
側
を
広

く
す
る
。
最
終
画
は
孤
を
描
い
て
カ
ー
ブ
し
、
波
磔
は
重
厚
に
。

筆
順
に
注
意（
骨
法
参
照
）。
横
画
の
始
筆
の
位
置
は
少
し
ず
つ
左
に
。

右
は
ら
い
は
方
向
に
気
を
配
り
、
し
だ
い
に
筆
圧
を
加
え
る
。

偏
と
旁
が
上
下
に
ず
れ
る
形
に
。
偏
の
１
・
４
画
目
左
は
ら
い
は
押

し
上
げ
る
感
じ
に
。
旁
は
尤
の
部
分
を
横
広
に
ま
と
め
る
。

全
体
に
中
心
に
留
意
し
て
ま
と
め
る
。
３
画
目
は
角
度
に
注
意
し
て

入
筆
し
、
充
分
な
筆
圧
を
か
け
て
太
く
。
目
は
横
の
間
隔
を
等
し
く
。

横
画
の
間
隔
に
注
意
し
、
２
画
目
を
張
り
の
あ
る
線
で
長
く
見
せ
て
、

終
筆
は
重
厚
に
鋭
く
は
ら
う
。
口
は
や
や
右
に
重
心
を
置
く
。

１
画
目
は
横
方
向
に
筆
圧
を
か
け
て
押
し
上
げ
る
。
田
は
右
側
の
縦

画
を
強
く
絞
る
。
　
は
上
と
の
位
置
を
よ
く
見
て
ず
れ
な
い
よ
う
に
。

隷
書
臨
書
課
題
解
説

隷
書
臨
書
課
題
解
説

乙
瑛
碑

い
つ

え
い

ひ

〔
臣
戒
稽
首
言
魯
〕
臣し

ん

戒か
い

稽け
い

首し
ゅ

し
て
言も

う

す
。
魯ろ

の
…
。

原　

帖
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中 字 課 題（漢字半紙部） 津 島 春 汀 書５月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

使
用
筆（
天
開
）・
使
用
紙（
中
字
用
半
紙
）・
使
用
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）

◎
19
頁
に
部
分
解
説
が
あ
り
ま
す
。

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

11



調和体（漢字かな交じり文）課題 佐々木彩苑書５月号

※出品段級位（調和体部 新級〜正師範）

使
用
筆（
か
ら
ま
つ
）・
使
用
紙（
調
和
体
用
紙
）・
使
用
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）

◎
19
頁
に
部
分
解
説
が
あ
り
ま
す
。

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

（
◎
印
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
梅◎

の
花
が
ほ
こ
ろ
び
始
め
ま
し
た
畑
で
採　

れ
た
野
菜
を
お◎

裾
分
け
し
ま
す
無
農

　
　
　

薬
な
の
で
白
菜
は
外
側
の
葉◎

を
何
枚
か　

取
っ
て
か
ら
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い

12



漢
字
条
幅
臨
書
課
題

漢
字
条
幅
臨
書
課
題

漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
正
師
範
）

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で
漢
字
条
幅

部
門
の
段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。
な
お
、
初
め
て
出
品

の
人
は
新
と
お
書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

注　意

對 馬 聖 峰 臨

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

〔
顯

◎

　

運
百
福
而
長
今

◎

　

妙
衟
凝
玄　

遵
之

◎

莫
知　

其
際
〕　
（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）　

読
み
︱
顕
わ
る
る
が（
若
く
）、
百
福
を
運め

ぐ

ら
し
て
今
に
長
ず
。
妙
道
は
凝ぎ

ょ
う

玄げ
ん

に
し
て
、
之
に
遵し

た
が

い
て
も
其
の
際き

わ

を
知
る
こ
と
莫
し
。

意
味
︱
現
れ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
至
福
を
運
び
め
ぐ
ら
せ
て
今
の
世
に
続
い
て
い
る
。
神
妙
な
る
道
は
奥
深
く

　
　
　

凝
縮
さ
れ
、
こ
れ
を
追
お
う
と
し
て
も
そ
の
果
て
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

使
用
筆（
神
技
北
斗
）・
使
用
紙（
漢
字
条
幅
用
紙
半
切
・
華
心
箋
）・
使
用
墨（
黒
耀〈
固
型
〉）

　

美
は
対
象
だ
け
で
決
ま
る
も
の
で
な
く
、
そ
れ
を
観
る
人
の
こ
こ
ろ
が
そ
れ
を
感

じ
と
っ
て
は
じ
め
て
美
が
成
立
す
る
。
つ
ま
り
対
象
と
観
者
と
が
融
合
す
る
と
こ
ろ

に
美
が
成
立
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
王
羲
之
の
書
に
と
こ
と
ん
美
を
感
じ
、
１
７
０

０
年
経
っ
た
今
で
も
「
書
聖
」
と
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
し
ょ
う
。

凝
＝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遵
＝

　
　
◆
王お

う

羲ぎ

之し

（
集し

ゅ
う

字じ

聖し
ょ
う

教ぎ
ょ
う

序じ
ょ

）

　

奈
良
朝
時
代
に
仏
教
の
伝
来
と
と
も
に
中
国
か
ら
漢
字
が
移
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

王
仁
が
千
字
文
を
伝
え
た
こ
と
が
史
実
の
上
で
は
初
め
て
の
よ
う
で
す
が
、
そ
れ

以
前
の
私
文
通
に
よ
っ
て
も
移
入
は
行
わ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
当
時
の
人
た
ち
は
こ
の
珍
し
い
文
化
に
興
味
を
も
っ
て
、
ひ
た
す
ら

そ
れ
を
真
似
よ
う
と
努
力
い
た
し
ま
し
た
。
当
時
舶
来
さ
れ
た
も
の
は
、
主
と
し
て

王
羲
之
の
も
の
で
し
た
。
羲
之
と
書
い
て
手
師
と
読
ま
せ
る
ほ
ど
羲
之
の
書
を
中
心

に
模
倣
が
く
り
返
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
も
平
安
朝
時
代
、
書
き
手
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
三
筆
（
空
海
・
嵯
峨
天
皇
・

橘
逸
勢
）
三
蹟
（
小
野
道
風
・
藤
原
佐
理
・
藤
原
行
成
～
特
に
仮
名
に
優
れ
る
）
を

は
じ
め
と
す
る
私
た
ち
の
祖
先
は
、
全
て
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
羲
之
の
影
響

を
受
け
て
い
ま
す
。

〔
茅

◎

屋
淨
無
塵　

溪
樹
靑

◎

疑
雨　

中
有
卷
書
人　

坐

◎

與
春
山
語
〕
呉ご　

綺き　
（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
茅ほ

う

屋お
く

浄き
よ

う
し
て
塵ち

り

無な

く
、
渓け

い

樹じ
ゅ

青あ
お

う
し
て
雨あ

め

か
と
疑う

た
ご

う
。
中う

ち

に
巻け

ん

書し
ょ

の
人ひ

と

有あ

り
、
坐ざ

し
て
春し

ゅ
ん

山ざ
ん

と
語か

た

る
。

意
味
︱
茅か

や

ぶ
き
の
家
は
塵
も
な
く
き
れ
い
、
谷
間
の
樹
々
は
青
く
雨
が
降
っ
て
い
る
か
と
怪
し
ま
れ
る
。
中
に
読
書
の
人
が
い
て
、
坐
っ
た
ま
ま
春
の
山
に
話
し
か
け
て
い
る
。

14



か　な　課　題（かな半紙部） 湯川三壽先生書５月号

注
意
→
支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は

　
　
　

鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

使
用
筆（
南
風
）・
使
用
紙（
か
な
用
料
紙
）・
使
用
墨（
天
衣
無
縫〈
固
型
〉）

※
19
ペ
ー
ジ
に
解
説
が
あ
り
ま
す
。

読
み
︱
遠を

ち

近こ
ち

に
菜な

の
花は

な

咲さ

き
て
朝あ

さ

日ひ

さ
す
榛は

ん

の
木こ

が
く
れ
人ひ

と

畑は
た

を
打う

つ
（
正
岡
子
規
）

意
味
︱
遠
く
に
も
近
く
に
も
菜
の
花
が
咲
い
て
、
朝
の
日
が
射
し
て
い
る
向
う
の
榛
の
木
の
陰
に
、
人
が
畑
を
打
っ
て
い
る
の
が
眺
め
ら
れ
る
。

を
遅ち

こ
ち
二に

菜
の
花
さ
支き

て
あ
佐さ

日ひ

散さ

春す

八は

ん
の
木
可か

く
れ
人
者は

多た

乎を

う
徒つ

（
◎
は
墨
つ
ぎ
）

◎

◎

※出品段級位（かな半紙部 新級〜正師範）　 　 　 　 　 　

17



か
な
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
正
師
範
）

太さを出す 太さを出す

▲印　 逆筆に
小大

◎

◎

か
な
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で
か
な
条
幅
部
門
の

段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。
な
お
、
初
め
て
出
品
の
人
は
新
と
お

書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

注　意

湯 川 三 壽先生書

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

　

か
な
の
特
徴
で
も
あ
る
連
綿
は
続
け
ば
続
く
だ
け
、
斜
線
が
う
る
さ
く
見
え
、
ま
た
右
か

ら
左
に
引
く
線
の
指
向
性
に
よ
っ
て
行
が
左
に
傾
斜
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
き
ま
す
。
そ

こ
で
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
字
形
の
大
小
・
長
短
・
広
狭
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え

な
が
ら
、
自
然
で
無
理
の
な
い
連
綿
の
仕
方
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
中
に
は
連
綿
線
は
速
く
書
く
も
の
と
思
っ
て

い
る
人
が
い
ま
す
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち

ろ
ん
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
流
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
筆

先
に
圧
を
加
え
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
書
く
こ
と
を
す

す
め
ま
す
。

　
『
漢
字
か
な
混
じ
り
文
で
す
と
、
か
な
を
漢
字
よ
り
小
さ
く
が
定
石
で
す
が
、
か
な
作
品

の
場
合
、
山
場
で
か
な
を
大
き
く
す
る
こ
と
も
あ
り
、
特
に
、
か
な
横
作
品
に
於
い
て
は
、

山
場
で
あ
る
中
央
部
上
部
の
文
字
を
大
き
く
表
現
し
、
下
部
は
比
較
的
小
さ
い
字
、
背
の
低

い
字
を
配
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。Instagram@

sanjukana

』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『　

』
内
は
湯
川
三
壽
先
生
よ
り
）

使
用
筆（
雅
）・
使
用
紙（
か
な
条
幅
用
紙
半
切
・
桂
風
）・
使
用
墨（
天
衣
無
縫〈
固
型
〉）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
◎
含
墨
）　

〔
遠
近
二に

那な

の
花
さ
支き

て
朝
日
佐さ

春す

盤は

ん
の
木
可か

く
連れ

人
畑
を
う
つ　

子
規
の
歌
を
〕

読
み
︱
遠を

ち

近こ
ち

に
菜な

の
花は

な

咲さ

き
て
朝あ

さ

日ひ

さ
す
榛は

ん

の
木こ

が
く
れ
人ひ

と

畑は
た

を
打う

つ
（
正
岡
子
規
）

意
味
︱
遠
く
に
も
近
く
に
も
菜
の
花
が
咲
い
て
、
朝
の
日
が
射
し
て
い
る
向
う
の
榛
の
木
の
陰
に
、
人
が
畑
を
打
っ
て
い
る
の
が
眺
め
ら
れ
る
。

◎

◎

読
み
︱
遠を

ち

近こ
ち

に
菜な

の
花は

な

咲さ

き
て
朝あ

さ

日ひ

さ
す
榛は

ん

の
木こ

が
く
れ
人ひ

と

畑は
た

を
打う

つ
（
正
岡
子
規
）

意
味
︱
遠
く
に
も
近
く
に
も
菜
の
花
が
咲
い
て
、
朝
の
日
が
射
し
て
い
る
向
う
の
榛
の
木
の
陰
に
、
人
が
畑
を
打
っ
て
い
る
の
が
眺
め
ら
れ
る
。
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ペン楷書課題（ペン部）５月号

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
１
０
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～正師範）

支　部　名
学　　　年

段　級　位

氏　　　名

三 浦 景 秀 書ペン行 書 課 題（ペン部）５月号

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
１
０
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～正師範）

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

支　部　名
学　　　年

段　級　位

氏　　　名

三 浦 景 秀 書
※
ヘ
シ
オ
ド
ス
（
Ｂ
Ｃ
7
０
０
年
頃
）…
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
叙
事
詩
人
。
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ペン行書課題（ペン部）５月号

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
１
０
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～正師範）

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

支　部　名
学　　　年

段　級　位

氏　　　名

三 浦 景 秀 書
※
ヘ
シ
オ
ド
ス
（
Ｂ
Ｃ
7
０
０
年
頃
）…
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
叙
事
詩
人
。
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支 部 名

段 級 位

氏　　名

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
２
７
５
円

ペン手紙課 題（ペン部）５月号

※出品段級位（ペン部 新級～正師範）

（
美
文
字
筆
ペ
ン
・
硬
筆
用
紙
８
行
使
用
）

梅
の
花
が
ほ
こ
ろ
び
始
め
ま
し
た
　
畑
で
採
れ
た
野
菜
を
お
裾
分
し
ま
す

無
農
薬
な
の
で
白
菜
は
外
側
の
葉
を
　
何
枚
か
取
っ
て
か
ら
お
召
し
上
が
り
下
さ
い

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

三 浦 景 秀 書
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楷
書
課
題

行
書
課
題

手
紙
課
題

間
隔
を
等
し
く

方
向
に
注
意

下
部
で
広
が
る

中
心
よ
り

　右
に
寄
せ
て

方
向
を
変
化

さ
せ
て

ふ
く
ら
み
を

つ
け
て

動
き
を
大
き
く

動
き
を
大
き
く長

く

長
く

方
向
を
変
え
て

方
向
を
変
え
て

（
無
）

小

大

中

大

余
白
の
と
り
方
に

注
意

形
の
違
い
に

注
意

中心
長く

中心

ゆったりと
はらう

中心

ペ
ン
部
課
題
解
説

ペ
ン
部
課
題
解
説
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